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2013 年 3 月 19 日 

 

情報流通連携基盤の生鮮農産物トレーサビリティ情報における実証事業 

 

１．発注者：総務省 

２．請負者：㈱野村総合研究所、日本 GAP 協会（協力） 

３．実証事業の期間：2013 年 2 月初旬～2013 年 3 月中旬 （約 1 ヵ月半） 

４．実証事業の概要 

①生鮮農産物情報流通連携基盤システムの構築 

②基盤システムを用いた生鮮農産物トレーサビリティの実証 

③生鮮農産物情報の公開・二次利用ガイドの策定、利活用に関する普及活動、実

証の成果、評価の取りまとめ 

５．実証事業の参加者 

農場（リンゴ 2、トマト 4）、流通事業者 8、消費者多数 

 

図 実証事業の概要 

 

 

利用

利用

農場管理システム（B社）

・生産地・生産者情報
・農薬・肥料履歴情報
・放射線量情報 等

農場管理システム（A社）

・生産地・生産者情報
・農薬・肥料履歴情報
・放射線量情報 等

GAP認証農場（X農場）
（野菜生産者）

流通業者（卸・小売）

流通業者（卸・小売）

流通業者（卸・小売）

GAP認証農場（Y農場）
（果物生産者）

消費者

野菜+情報コード付帯
（包材に印刷・梱包）

果物+情報コード付帯
（包材に印刷・梱包）

消費者

消費者

識別子発行

生鮮農産物情報流通連携基盤

農場

農場

消費者等からの評価情報

流通業者・小売業者

農場

消費者

農場 農場栽培情報、評価情報 栽培情報 放射線分布図
など

トレーサビリティ

栽培情報

品質情報 評価情報

流通情報
評価情報
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